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業績予想の修正に関するお知らせ 

  

最近の業績の動向を踏まえ、平成17年５月13日に公表いたしました平成18年３月期(平成17年４月

１日～平成18年３月31日)の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．平成 18 年３月期 連結業績予想の修正等 

（１）中間期（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 38,500 5,200 2,700

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 35,326 1,667 758

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △3,174 △3,533 △1,942

増  減  率 （ ％ ） △8.2 △67.9 △71.9

前期実績（平成17年3月期中間） 30,975 3,280 1,972

 

（２）通期（平成 17 年４月 1日～平成 18 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 94,900 14,700 7,700

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 91,753 11,127 5,793

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △3,147 △3,573 △1,907

増  減  率 （ ％ ） △3.3 △24.3 △24.8

前期実績（平成 17 年 3 月期） 81,658 12,480 6,926

 

 

 



 

２. 平成 18 年３月期 個別業績予想の修正等 

（１）中間期（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 34,500 5,100 2,700

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 32,556 1,790 963

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △1,944 △3,310 △1,737

増  減  率 （ ％ ） △5.6 △64.9 △64.3

前期実績（平成17年3月期中間） 30,265 3,265 1,992

 

（２）通期（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 85,800 14,000 7,400

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 83,889 10,717 5,744

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △1,911 △3,283 △1,656

増  減  率 （ ％ ） △2.2 △23.5 △22.4

前期実績（平成 17 年 3 月期） 79,970 12,312 6,721

 

３.業績修正の理由 

（１）個別概況 

当社の主力事業である遊技機販売事業は、平成 18 年３月期の計画達成に向けて当中間期はパチ

スロ機３機種、パチンコ機６機種の発売を予定いたしておりました。パチスロ機に関しましてはお

おむね予定どおりに推移いたしました。また版権２次許諾等のライセンス等もおおむね予定どおり

に推移いたしております。しかしながらパチンコ機は開発の遅滞並びに保通協適合の遅延等を主要

因として３機種の販売にとどまりました。未発売３機種中１機種はさらなる商品力の向上をめざし

て手直しを実施し、現在、保通協に申請中であります。もう１機種は市場環境等を睨みつつ投入タ

イミングを測っております。さらに上期末に発売予定であった大型自信作が開発の遅滞並びに保通

協適合の遅延により当中間期の業績に反映させることが困難となりました。その結果、平成 18 年

３月期中間期業績予想を上記のように修正いたしました。なお売上高と経常利益及び中間（当期）

純利益の増減率格差は、今回の修正主要因となりましたパチンコ機が販売手数料を売上として計上

する代行店販売であり、売上高に及ぼす影響がパチスロ機との比較で軽微になっているためであり

ます。 

平成 18 年３月期におけます通期業績予想につきましては、下期は平成 17 年５月 13 日に公表い

たしました業績予想とおりにおおむね進捗するものと予定いたしておりますが、上期業績予想の修

正を受けて、平成 18 年３月期通期業績を上記のように修正いたしました。今後につきましては、

企画開発体制のいっそうの強化を通じまして競争力にすぐれた商品を遅滞なく販売いたしてまい

りますことで、企業価値の増大並びに株主価値の向上に努めてまいります。 

 

（２）連結概況 

平成 18 年 3 月期中間期におけるゲーム、出版、スポーツマーケティング等の関連会社事業につ

きましては、おおむね予定どおりに進捗いたしております。 

以上 


